
 

5 月９日に主に卒後

1 年目看護師を対象の

研修【055】が開催さ

れました。新人看護師

にとっては入職して約

１ケ月、さらなるケア

の知識と継続した学習

の必要性をヒシヒシと

感じてきた頃だったのではないでしょうか。講師には

AOBA ナースでありフィジカルアセスメントのエキス

パート、八巻さん、庄子さん、北澤さんをお迎えしご講

義いただきました。この研修は循環器系・呼吸器系・脳

神経系とフィジカルアセスメントの必須要素を詰め込ん

だ濃い研修となっております。研修を終えて受講生のみ

なさんには学んだ知識を実際に使い観察の目をどんどん

磨いてほしいと願っています。 

また、この研修にはもう一つの目的があります。 

それは「情報を正確に伝えることを学ぶ」です。フィジ

カルアセスメントしたことを正確に伝えること、つま

り、報連相や記録についても学ぶ研修です。この講義に

は看護管理室情報担当：太田さんと医学教育センター：

高田先生をお迎えし

「伝える技術」をご講

義いただきました。こ

の研修で学んだことを

フル活用し目の前の患

者さんへのケアに生か

してほしいです。 

2019 年度の看護部研修も、新人看護師対象の【研

修 052】「WAKABA ナースはじめの一歩」から始まり

ました。いよいよ、新人看護師の皆様にとって初めての

学習カード提出期限が 5 月 31 日（金）に迫っておりま

す。初めての研修がどのように生かされているのか、こ

の２か月どのような学びの日々を送っていたのか、成長

が感じられることを大変楽しみにしています。では、提

出をお待ちしています。 

 

 

５月 1０日、

1７日の 2 日間

にわたって主に

卒後 3 年目を

対象とした【研

修 151】「事例

で学ぶ研究方法

Ⅰ～看護実践の

証をまとめよう！」が開催されました。講師は、教育、

研究から臨床現場までハイブリッドに活躍されている医

学教育推進センター高田先生でした。 

この研修は卒後３年目１年間をかけて行います。長い

道のりです。普段の看護ケアを見つめ直すことは、自身

を見つめ直すこととなり、大変苦しい作業となります。

しかし、1 年後にはさらなる豊かな視点を持って目の前

の患者さんやご家族にケアができると私たちは考えてい

ます。受講生所属部署の師長さんはじめ、支援担当の先

輩方、ご協力よろしくお願いたします。 

2020 年度、当院の

就職を希望する看護

学生に向けて病院説

明会を開催しまし

た。今年の採用試験

がいよいよ 7 月 6 日

と 7 日に迫ってきて

いるということで、学生さんたちは聞きたいこと、見て

みたいことをたくさん考えてきていたようです。アンケ

ートでは、今年 2 年生となった先輩看護師より当院を就

職先に選んだ理由、働いてからの実際を聞けたことが大

変参考になったようでした。私たちも先輩看護師皆様の

お話や学生さんへの対応を見て 1 年間の成長の証を実感

しました。 

ご協力いただいた部署の皆様、病院ツアーを担当いた

だいた先輩看護師の皆様、ありがとうございました。 

だ よ り 
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5 月 11 日・25 日 病院見学会開催 

ご協力ありがとうございました 

【研修 055】フィジカルアセスメントⅠ 【研修 151～153】事例研究 始動！！ 

5 月の学習カードの提出始まっています 

Nurse 支援室へ GO！ 
□■編集後記□■ 

5 月に半袖…信じられません…。 

早くも夏バテです…。 

これからの季節が恐ろしいです。     

Nurse 支援室 菅原 

心電図… 

真剣です 

 

実際に見て 

確認です 


